
教  科 
 科目 美術Ⅰ （必修） 

授業時数 ２ 単位 

芸術（美術） 履修学年 １ 学年 

 

目 標 
１．美術の幅広い創作活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と

幅広く関わる資質。能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

第 1 章 デザイン 

1 様々なデザインを知る  

2 文字デザイン 

 

第 2 章 表現・鑑賞 

1 ポスター鑑賞 

 2 アイディアスケッチ  

3 ポスターで伝える 

 

10 

 

 

 

 

10 

 

 

第 3章 映像メディア 

1 ポートレート 

 

第 4章 デザイン(2) 

1 ポートレートをイラストレーションへ 

2 コラージュ 

 

第 5章 作品や美術文化鑑賞 

1 教科書や制作作品の鑑賞 

5 

 

 

20 

 

 

 

5 

第 6章 絵画・彫刻(2) 

1 表札 

 

第 7章 映像メディア表現(2) 

 

1 Tシャツオリジナルデザイン 

10 

 

 

10 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「高校生の美術Ⅰ」日本文教出版 

自主作成教材（プリント） 

 

 アクリル絵の具や紙粘土等、様々な画材を用いて平面・立体作品制作を行う。作品と

向き合い、完成までの課程を大切にすることで自己理解を図る。また、完成した作品

をコンセプトと照らし合わせて鑑賞し、他者理解を図る。 

 

 

 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

対象や事象を捉える造形的な視

点について理解を深めているとと

もに、創造的な美術表現をするた

めに必要な技術を身につけ、意図

に応じて表現方法を創意工夫して

いる。 

造形的なよさや美しさ、表現の意

図と創意工夫、美術の働きなどに

ついて考え、主題を生成創造的に

発想し構想を練ったり、価値意識

をもって美術や美術文化に対する

見方や感じ方を深めたりしている。 

美術や美術文化と豊かに関わり、

自ら学び、主体的に表現及び鑑

賞の創造活動に取り組もうとして

いる。 

習得する 

（わかる） 

対象や事象を捉える造形的な視

点について理解を深めているとと

もに、創造的な美術表現をするた

めに必要な技術を身につけてい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現の意

図と創意工夫、美術の働きなどに

ついて考え、美術や美術文化に

対する見方や感じ方を深めたりし

ている。 

美術や美術文化と豊かに関わり、

表現及び鑑賞の創造活動に取り

組もうとしている。 

 

評価方法 

作品課題・ノート・授業観察 作品課題・ノート・授業観察 授業に取り組む姿勢や意欲（論

文・レポートなどの自主的な取組も

含む） 

 



単元別 評価規準 

デザイン 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

形や色、言葉などを効果的に組み合わせ

ることで、その意図や目的、情報を明確に

伝えることを可能にし、人と人とのコミュニ

ケーションを円滑にする働きがあることを

理解し、表現することができる。 

社会が多様化していく中で生じる様々

な課題を、デザインで解決している手立

てについて考えながら、見方や感じ方を

深めている。 

デザインによる様々な課題解決へのア

プローチを理解し、見方や感じ方を深

める鑑賞や創造活動に主体的に取り

組もうとしている。 

習得する 

（わかる） 

形や色、言葉などを効果的に組み合わせ

ることで、その意図や目的、情報を明確に

伝えることを可能にし、人と人とのコミュニ

ケーションを円滑にする働きがあることを

理解している。 

社会が多様化していく中で生じる様々

な課題を、デザインで解決している手立

てについて考え、理解している。 

デザインによる様々な課題解決へのア

プローチを理解し、鑑賞や創作活動に

取り組もうとしている。 

  

 

 作品や美術文化などの鑑賞 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

造形の要素の働きを理解しているととも

に、造形的な特徴などを基に、全体のイメ

ージや作風、様式などで捉えることを理

解し、想いを巡らせることができる、 

造形的なよさや美しさを感じ取り、作者

の心情や意図と創造的な表現の工夫な

どについて考え、見方や感じ方を深め

ている。 

美術や美術文化と豊かに関わる中で、

創造性を駆使して表現された作品の、

鑑賞の創造活動に主体的に取り組もう

としている。 

習得する 

（わかる） 

造形の要素の働きを理解しているととも

に、造形的な特徴などを基に、全体のイメ

ージや作風、様式などで捉えることを理

解している。 

造形的なよさや美しさを感じ取り、作者

の心情や意図と創造的な表現の工夫な

どについて考えている。 

美術や美術文化と豊かに関わる中で

創造性を駆使して表現された作品の

鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい

る。 

  

 

 絵画・彫刻 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

意図に応じて材料や用具の特性がいか

せるとともに、表現方法を創意工夫し、主

題を追求して創造的に表すことができる。 

読書を通して、本の内容から主題を生

成しているとともに、表現形式の特性を

生かし、形体や色彩、構成などについ

て考え、創造的な表現の構想を練って

いる。 

絵画の表現について、自ら学び、学習

活動に主体的に取り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

材料や用具の特性を理解している。 表現形式の特性を生かし、形体や色

彩、構成などについて考えている。 

絵画の表現の学習活動に取り組んで

いる。 

 

 

映像メディア表現 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

映像の仕組みと特性を知り、最新技術の

効果と可能性を追求し、映像技術の歴史

や技術の発展と表現の関係性を理解し、

創作している。 

様々な技術や表現方法を考察しながら

表現のよさや美しさを感じ取り、制作者

の意図と創造的な表現の工夫などにつ

いて考え、見方や感じ方を深めている。 

映像についての興味関心を高め、新

たな映像メディアリテラシーの理解を

深め、多視点から考察して主体的な意

見を持ち、鑑賞の創造活動に取り組も

うとしている。 

習得する 

（わかる） 

映像の仕組みと特性を知り、最新技術の

効果と可能性を追求し、映像技術の歴史

や技術の発展と表現の関係性を理解して

いる。 

様々な技術や表現方法を考察しながら

表現のよさや美しさを感じ取り、制作者

の意図と創造的な表現の工夫などにつ

いて考えている。 

映像についての興味関心を高め、新

たな映像メディアリテラシーの理解を

深めている。 

 



芸 術 
 科目 音楽Ⅰ （必修） 

授業時数 ２ 単位 

音楽 履修学年 １ 学年 

 

目 標 

音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

(1) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表現をす

るために必要な技能を身に付けるようにする。  

(2) 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽

によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

・曲にふさわしい発声で表情豊かに

歌おう          【表現・歌唱】 

・ボディ・パーカッションに挑戦しよう

【表現・器楽】 

・曲の特徴を理解して歌おう 

【表現・歌唱】【鑑賞】 

・「コード進行」をもとにメロディを作ろ

う             【表現・創作】 

・音楽を形づくっている要素に注目し

て曲の良さや美しさを探ろう【鑑賞】 

・能や謡に親しもう【表現・歌唱】【鑑賞】 

4 

 

4 

 

4 

 

 

4 

 

3 

1 

・日本や諸外国歌曲に親しみ、表現

を工夫して独唱しよう 【表現・歌唱】 

・表現を工夫してギターの演奏をしよ

う             【表現・器楽】 

・表現を工夫してヴォイス・アンサンブ

ルをしよう        【表現・歌唱】 

・和楽器に親しみ、演奏に挑戦しよう

【表現・器楽】 

・世界の諸民族の音楽を知ろう 

【表現・歌唱】【鑑賞】 

4 

 

16 

 

4 

 

4 

 

2 

 

・ミュージカル・ナンバーを歌おう 

           【表現・歌唱】【鑑賞】 

・作曲家の生涯と作品をたどろう 

【鑑賞】 

・オペラに親しみアリアに挑戦しよう 

           【表現・歌唱】【鑑賞】 

・様々な器楽アンサンブルを楽しもう

【表現・器楽】 

 

6 

 

4 

 

6 

 

4 

 

 

 

教材 
 

授業の進め方 

教科書：「MOUSA1」教育芸術社 

自主作成教材（プリント） 
 

【表現・歌唱、器楽】歌唱（独唱、合唱など）、器楽（ギター、箏など）の実技では教科

書、プリント教材を使用し、基礎的な技能の習得を目指します。 

【表現・創作】創作では、自分なりに音のつながりや、リズムなどの要素について考え

創作する技能を学びます。 

【鑑賞】鑑賞では、音楽を聴いたり、映像を観たりするとともに、文化的・歴史的背景

などについても学びます。 

表現分野では実技課題に取り組みます。学期の終わりには実技テストを実施します。 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴

史的背景などとの関わり及び音楽

の多様性について理解している。 

・創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な技能を身につ

け、歌唱、器楽、創作で表してい

る。 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考え、どのように

表すかについて表現意図をもった

り、音楽を評価したりしながらよさ

や美しさを味わって聴いている。 

・音楽の幅広い活動に関心をも

ち、主体的・協働的に取り組もうと

している。 

・自らの学習状況を把握し、理解

を深め、技能の向上にむけて学習

しようとしている。 

習得する 

（わかる） 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的

背景などとの関わり及び音楽の多様性

についておおむね理解している。 

・創意工夫を生かした音楽表現をする

ために必要な技能をおおむね身につ

け、歌唱、器楽、創作で表している。 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考えている。 

・主体的・協働的に音楽の幅広い

活動に取り組もうとしている。 

 

評価方法 実技テスト（歌唱、器楽）、課題提出（創

作）、ワークシート（歌唱、器楽、鑑賞） 

ワークシート、学習記録、演奏実

技 

ワークシート、学習記録、授業の

取組状況 



単元別 評価規準 

 

【表現】歌唱・器楽 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

●以下の事項について理解している。 

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的

背景との関わり。 

・言葉の特性と曲種に応じた発声の関わり。 

・曲想と楽器の音色や奏法との関わり。 

・様々な表現形態による歌唱・器楽表現の特

徴。 

●以下の技能を身に付けている。 

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、奏法、

身体の使い方。 

・他者との調和を意識して歌う、演奏する。 

・表現形態の特徴を生かして歌う、演奏す

る。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって歌唱表現、器楽表現を創意工夫

している。 

・歌唱、器楽の学習活動に関心をも

ち、主体的・協働的に取り組もうとして

いる。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって歌唱・器楽表現をしている。 

・主体的・協働的に歌唱、器楽の学習

活動に取り組もうとしている。 

 

 

【表現】創作 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの

響き、音階や音型などの特徴及び構成上

の特徴について、表したいイメージと関わ

らせて理解している。 

・反復、変化、対照などの手法を活用して

音楽をつくる技能を身に付けている。 

・旋律をつくったり、つくった旋律に副次

的な旋律や和音などを付けた音楽をつく

ったりする技能を身に付けている。 

・音楽をかたちづくっている要素の働きを

変化させ、変奏や編曲をする技能を身に

付けている。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって創作表現を創意工夫している。 

・創作の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって創作表現をしている。 

・主体的・協働的に創作の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

【鑑賞】 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・曲想や表現上の効果と音楽の構造との

関わりについて理解している。 

・音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他

の芸術との関わりについて理解している。 

・我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴について理解している。 

・曲や演奏に対する評価とその根拠に

ついて考え音楽のよさや美しさを自ら味

わって聴いている。 

・自分や社会にとっての音楽の意味や

価値について考え音楽のよさや美しさ

を自ら味わって聴いている。 

・音楽表現の共通性や固有性について

考え音楽のよさや美しさを自ら味わって

聴いている。 

・鑑賞の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

めようとしている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

・主体的・協働的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。 

 



芸 術 
 科目 音楽Ⅱ （必修） 

授業時数 ２ 単位 

音楽 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 

音楽の諸活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

（1）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めるとともに，創意工夫を生かした音楽表現

をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

（2）個性豊かに音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴くことができるようにする。 

（3）主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽によ

って生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

・ヴォイス・アンサンブルを楽しもう 

          【表現・歌唱】 

・ボディ・パーカッションに挑戦しよう 

【表現・器楽】 

・ギターの弾き歌いをしよう 

【表現・器楽】 

・編曲に挑戦しよう   【表現・創作】 

・世界の諸民族の音楽に親しもう 

【鑑賞】 

４ 

 

２ 

 

７ 

 

４ 

３ 

・表現を工夫していろいろな楽器を演

奏しよう        【表現・器楽】 

・表現を工夫してヴォイス・アンサンブ

ルをしよう        【表現・歌唱】 

・我が国の伝統音楽や世界の諸民族

の音楽を知ろう 

【表現・歌唱】【鑑賞】 

10 

 

10 

 

10 

・ミュージカルを開こう 

【表現・器楽・歌唱・】【鑑賞】 

 

20 

 

教材 
 

授業の進め方 

教科書：「MOUSA２」教育芸術社 

自主作成教材（プリント） 
 

【表現・歌唱、器楽】歌唱（独唱、合唱など）、器楽（ギター、箏など）の実技では教科

書、プリント教材を使用し、基礎的な技能の習得を目指します。 

【表現・創作】創作では、自分なりに音のつながりや、リズムなどの要素について考え

創作する技能を学びます。 

【鑑賞】鑑賞では、音楽を聴いたり、映像を観たりするとともに、文化的・歴史的背景

などについても学びます。 

表現分野では実技課題に取り組みます。学期の終わりには実技テストを実施します。 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴

史的背景などとの関わり及び音楽

の多様性について理解している。 

・創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な技能を身につ

け、歌唱、器楽、創作で表してい

る。 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考え、どのように

表すかについて表現意図をもった

り、音楽を評価したりしながらよさ

や美しさを味わって聴いている。 

・音楽の幅広い活動に関心をも

ち、主体的・協働的に取り組もうと

している。 

・自らの学習状況を把握し、理解

を深め、技能の向上にむけて学習

しようとしている。 

習得する 

（わかる） 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的

背景などとの関わり及び音楽の多様性

についておおむね理解している。 

・創意工夫を生かした音楽表現をする

ために必要な技能をおおむね身につ

け、歌唱、器楽、創作で表している。 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考えている。 

・主体的・協働的に音楽の幅広い

活動に取り組もうとしている。 

 

評価方法 実技テスト（歌唱、器楽）、課題提出（創

作）、ワークシート（歌唱、器楽、鑑賞） 

ワークシート、学習記録、演奏実

技 

ワークシート、学習記録、授業の

取組状況 

単元別 評価規準 

 



【表現】歌唱・器楽 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

●以下の事項について理解している。 

・曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的

背景との関わり及びその関わりによって生

み出される表現上の効果 

・言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

及びその関わりによって生み出される表現

上の効果 

・様々な表現形態による歌唱表現の固有性

や多様性 

●以下の技能を身に付けている。 

・曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体

の使い方などの技能 

・他者との調和を意識して歌う技能 

・表現形態の特徴や表現上の効果を生か

して歌う技能 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって歌唱表現、器楽表現を創意工夫

している。 

・歌唱、器楽の学習活動に関心をも

ち、主体的・協働的に取り組もうとして

いる。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって歌唱・器楽表現をしている。 

・主体的・協働的に歌唱、器楽の学習

活動に取り組もうとしている。 

 

 

【表現】創作 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・創作表現に関わる知識や技能を総合的

に働かせながら，個性豊かに創作表現を 

創意工夫している。 

・様々な音素材や様式，表現形態などの

特徴について，表したいイメージと関わら

せて理解している。 

・創意工夫や表現上の効果を生かした創

作表現をするために必要な技能を身に付

けている。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって創作表現を創意工夫している。 

・創作の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって創作表現をしている。 

・主体的・協働的に創作の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

【鑑賞】 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・音楽の美しさと音楽の構造との関わりに

ついて理解している。 

・芸術としての音楽と文化的・歴史的背

景，他の芸術や文化との関わりについて

理解している。 

・現代の我が国及び諸外国の音楽の特

徴について理解している。 

・音楽と人間の感情との関わり及び社会

における音楽に関わる人々の役割につい

て理解している。 

・曲や演奏に対する評価とその根拠に

ついて考え音楽のよさや美しさを自ら深

く味わって聴いている。 

・文化や芸術としての音楽の意味や価

値について考え音楽のよさや美しさを

自ら味わって聴いている。 

・音楽表現の共通性や固有性について

考え音楽のよさや美しさを自ら味わって

聴いている。 

・鑑賞の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

めようとしている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

・主体的・協働的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。 

 



芸 術 
 科目 器楽研究 （選択） 

授業時数 ２ 単位 

音楽 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 

器楽表現に関わる諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせながら，個性豊かに器楽表現を創意工夫することを目指す。 

(1) 曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするため

に必要な技能を身に付けるようにする。  

(2) 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽

によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

・ボディ・パーカッションに挑戦しよう 

【表現・創作】 

・日本の伝統音楽（歌舞伎） 

 

・クラシックギター（弾き歌い） 

【表現・鑑賞】 

 

4 

 

4 

 

12 

・お気に入りの曲をギターで演奏しよ

う【表現】 

 

・様々な音楽を知ろう（ミュージカル） 

【鑑賞】 

 

・自分で選んだ楽器に挑戦しよう① 

【表現・鑑賞】 

 

6 

 

 

10 

 

 

14 

 

・自分で選んだ楽器に挑戦しよう② 

【表現・鑑賞】 

 

・様々な器楽アンサンブルを楽しもう 

【表現・鑑賞】 

14 

 

 

6 

 

 

教材 
 

授業の進め方 

コーラスと信濃讃歌 愛唱歌集 

自主作成教材（プリント） 
 

実技ではプリント教材を使用し、基礎的な技能の習得を目指します。 

創作では、自分なりに音のつながりや、リズムなどの要素について考え創作する技能

を学びます。 

鑑賞では、音楽を聴いたり、映像を観たりするとともに、文化的・歴史的背景などにつ

いても学びます。 

表現分野では実技課題に取り組みます。学期の終わりには実技テストを実施します。 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

・楽器の構造や文化的・歴史的背

景などとの関わり及び音楽の多様

性について理解している。 

・創意工夫を生かした器楽表現を

するために必要な技能を身につけ

ている。 

・音楽を形づくっている要素や要

素同士の関連を知覚し、それらの

働きを感受しながら、知覚したこと

との関わりについて考え、どのよう

に表すかについて表現意図をも

ち、音楽を評価しながらよさや美し

さを味わって聴いている。 

・音楽の幅広い活動に関心をも

ち、主体的・協働的に取り組もうと

している。 

・自らの学習状況を把握し、理解

を深め、技能の向上にむけて学習

しようとしている。 

習得する 

（わかる） 

・楽器の構造や文化的・歴史的背

景などとの関わり及び音楽の多様

性についておおむね理解してい

る。 

・創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な技能をおおむ

ね身につけ、表現している。 

音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したことと

の関わりについて考えている。 

・主体的・協働的に音楽の幅広い

活動に取り組もうとしている。 

 

評価方法 実技テスト、課題提出（創作）、ワ

ークシート 

ワークシート、学習記録、演奏実

技 

ワークシート、学習記録、授業の

取組状況 

 



 

単元別 評価規準 

 

【表現】 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

●以下の事項について理解している。 

・楽器の構造や文化的・歴史的背景との関

わり。 

・曲想と楽器の音色や奏法との関わり。 

・様々な表現形態による器楽表現の特徴。 

●以下の技能を身に付けている。 

・曲にふさわしい奏法、身体の使い方。 

・他者との調和を意識して演奏する。 

・表現形態の特徴を生かして演奏する。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって器楽表現を創意工夫している。 

・器楽の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって器楽表現をしている。 

・主体的・協働的に器楽の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

【創作】 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの

響き、音階や音型などの特徴及び構成上

の特徴について、表したいイメージと関わ

らせて理解している。 

・反復、変化、対照などの手法を活用して

音楽をつくる技能を身に付けている。 

・旋律をつくったり、つくった旋律に副次

的な旋律や和音などを付けた音楽をつく

ったりする技能を身に付けている。 

・音楽をかたちづくっている要素の働きを

変化させ、変奏や編曲をする技能を身に

付けている。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、自己のイメージを

もって創作表現を創意工夫している。 

・創作の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

め、技能の向上にむけて学習しようとし

ている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解し、技能

を身に付けている。 

上記の事項について、自己のイメージ

をもって創作表現をしている。 

・主体的・協働的に創作の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

【鑑賞】 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

・曲想や表現上の効果と音楽の構造との

関わりについて理解している。 

・音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他

の芸術との関わりについて理解している。 

・我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴について理解している。 

・曲や演奏に対する評価とその根拠に

ついて考え音楽のよさや美しさを自ら味

わって聴いている。 

・自分や社会にとっての音楽の意味や

価値について考え音楽のよさや美しさ

を自ら味わって聴いている。 

・音楽表現の共通性や固有性について

考え音楽のよさや美しさを自ら味わって

聴いている。 

・鑑賞の学習活動に関心をもち、主体

的・協働的に取り組もうとしている。 

・自らの学習状況を把握し、理解を深

めようとしている。 

習得する 

（わかる） 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

上記事項についておおむね理解してい

る。 

・主体的・協働的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。 

 


